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４ 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験 

（1）特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験の有無 

 これまでに、ある特定の相手から執拗なつきまといや待ち伏せ、面会・交際の要求、無言電話や連続

した電話・電子メールの送信やＳＮＳ・ブログ等への書き込みなどの被害にあったことがあるか聞いた

ところ、「１人からあった」が 5.1％、「２人以上からあった」が 2.4％で、被害経験のある人は 7.5％と

なっている。 

 性別にみると、被害経験のある女性は 10.7％、男性は 4.0％となっている。（図 4-1-1） 

 
問 23 あなたはこれまでに、ある特定の相手から執拗なつきまといや待ち伏せ、面会・交際の要求、無

言電話や連続した電話・電子メールの送信やＳＮＳ・ブログ等への書き込みなどの被害にあったこ

とがありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。（○は１つ） 
 

 

図 4－1－1 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験の有無 
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年齢階級別にみると、特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害が『あった』という人は 30～39

歳が 13.5％で最も多く、次いで 20～29 歳が 11.0％、50～69 歳が 10.7％となっている。（図 4-1-2） 

図 4－1－2 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験の有無（年齢階級別） 
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性・年齢階級別にみると、特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害が『あった』という人は女性

の 30～39 歳で 19.7％と最も多くなっている。（図 4-1-3） 

図 4－1－3 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験の有無（性・年齢階級別） 
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ある特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害について８つの行為をあげ、それぞれの行為を年代

別にみると、 

「10 歳代にあった」は、“面会や交際の要求”が 23.2％と最も多く、次いで“つきまとい、待ち伏せ、

押し掛け、うろつき”（22.4％）などとなっている。 

「20 歳代にあった」は、“面会や交際の要求”、“つきまとい、待ち伏せ、押し掛け、うろつき”が 31.7％

と最も多く、次いで“無言電話、連続した電話・ファックス・電子メールの送信等”（29.3％）などと

なっている。 

「30 歳代にあった」は、“つきまとい、待ち伏せ、押し掛け、うろつき”が 11.6％と最も多く、次い

で“無言電話、連続した電話・ファックス・電子メールの送信等”（11.2％）などとなっている。 

「40 歳代以上にあった」は、“無言電話、連続した電話・ファックス・電子メールの送信等”が 7.7％

と最も多く、次いで“乱暴な言動”（6.6％）などとなっている。（図 4-1-4） 

 
問 24 あなたはこれまでに、その特定の相手から、次のＡ～Ｈのようなことをされましたか。Ａ～Ｈの 

それぞれについて、あてはまる番号すべてに○をつけてください。（○はそれぞれいくつでも） 
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図 4－1－4 執拗なつきまとい等の被害経験の有無（複数回答） 

10 歳 代 に あ っ た

20 歳 代 に あ っ た

30 歳 代 に あ っ た

40 歳 代 以 上 に あ っ た

ま っ た く な い

無 回 答

                     

　　　　　Ｅ　例えば、あなたに、電話をかけて何も告げない、あるいは、あなたに拒まれたにもかかわらず、連続して、電話をかける、
　　　　　　　ファックスを送る、ＳＮＳを用いたメッセージの送信等を行うこと、ブログ、ＳＮＳの個人ページにコメント等を送るなど

　　　　　Ｆ　例えば、あなたに、汚物、動物の死体などの著しく不快感、嫌悪感を覚えさせるような物を送付したり、あなたの知り得る
　　　　　　　状態にするなど

　　　　　Ｇ　例えば、あなたに、あなたの名誉を害することを告げたり、あなたの知り得る状態にするなど

　　　　　Ｈ　例えば、あなたに、あなたの性的羞恥心を害することを告げたり、あなたの知り得る状態にする、あなたの性的羞恥心を害す
　　　　　　　る文書、画像、電子データの入った記録媒体などを送付したり、あなたの知り得る状態にする、あるいは、あなたの性的羞恥
　　　　　　　心を害する電子データなどを送信したり、あなたの知り得る状態にするなど

　　　　　Ｄ　例えば、あなたに、著しく粗野、乱暴な言動をするなど

　　　　　Ｂ　例えば、あなたに、つきまとい、待ち伏せし、進路に立ちふさがる。また、あなたの住居、勤務先、学校その他あなたが
　　　　　　　ふだんいる場所（以下「住居等」という）の付近において見張りをする、あなたの住居等に押し掛ける。あるいは、あな
　　　　　　　たの住居等の付近をみだりにうろつくなど

　　　　　Ｃ　例えば、あなたに、あなたの行動を監視していると思わせるようなことを告げたり、あなたの知り得る状態にするなど

　　　　　Ａ　例えば、あなたに、面会、交際その他の望まない行為を行うことを要求するなど
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性別にみると、特に“面会や交際の要求”、“つきまとい、待ち伏せ、押し掛け、うろつき”について

は男性よりも女性で、“乱暴な言動”や“無言電話、連続した電話・ファックス・電子メールの送信等”

については女性よりも男性で、被害経験のある人が多くなっている。（図 4-1-5） 

図 4－1－5 執拗なつきまとい等の被害経験の有無（性別）（複数回答） 
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ま っ た く な い

無 回 答

Ａ　面会や交際の要求

23.2

31.7

10.0

5.0

30.1

10.8

24.4

35.8

8.8

4.1

28.0

11.4

19.7

19.7

13.6

7.6

36.4

9.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

総数(n=259人,M.T.=110.8%)
女性(n=193人,M.T.=112.4%)
男性(n= 66人,M.T.=106.1%)

 

 

10 歳 代 に あ っ た

20 歳 代 に あ っ た

30 歳 代 に あ っ た

40 歳 代 以 上 に あ っ た

ま っ た く な い

無 回 答

Ｂ　つきまとい、待ち伏せ、押し掛け、うろつき

22.4

31.7

11.6

4.6

29.3

8.1

26.4

34.2

10.4

3.6

25.9

8.8

10.6

24.2

15.2

7.6

39.4

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

総数(n=259人,M.T.=107.7%)
女性(n=193人,M.T.=109.3%)
男性(n= 66人,M.T.=103.0%)

 

 



Ⅱ－４ 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験 59

Ｃ　監視していると告げる行為
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10 歳 代 に あ っ た

20 歳 代 に あ っ た

30 歳 代 に あ っ た

40 歳 代 以 上 に あ った
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無 回 答
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（2）電子メールやインターネットなどによる被害経験 

 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害があった人（259 人）に、その被害について、電子メー

ルやインターネットなどが使われていたかを聞き、いずれかの通信手段により被害があったと回答した

人の合計を『使われた』としてまとめた。 

 『使われた』は 45.2％で、女性が 42.5％、男性が 53.0％となっている。（図 4-2-1） 

 
問 25 あなたがこれまでに、加害者から受けたそのような被害では、電子メールやインターネットなど

が使われていましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

 

図 4－2－1 電子メールやインターネットなどによる被害経験 

使われた（計） 使われなかった 無回答
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性・年齢階級別にみると、『使われた』は、女性では年齢階級が下がるほど多くなっている。 

（図 4-2-2） 

図 4－2－2 電子メールやインターネットなどによる被害経験（性・年齢階級別） 
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 使われた通信手段をみると、「電子メール」が 23.9％と最も多く、次いで「LINE、Facebook、Twitter、

Instagram 等のＳＮＳ」が 23.2％となっている。（図 4-2-3） 

図 4－2－3 電子メールやインターネットなどによる被害経験（複数回答） 
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（3）加害者との関係 

 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害にあった人（259 人）に、加害者との関係を聞いたとこ

ろ、「交際相手・元交際相手」が 31.3％と最も多く、次いで「職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、

部下、取引先の相手など）」（20.5％）、「通っていた（いる）学校・大学の関係者（教職員、先輩、同級

生、クラブ活動の指導者など）」（15.8％）などとなっている。 

 性別にみると、「まったく知らない人」で男性に比べて女性が 11.4％と多くなっている。（図 4-3-1） 

 
問 26 加害者はあなたとどのような関係でしたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

（○はいくつでも） 
 

 

図 4－3－1 加害者との関係（複数回答） 

交 際 相 手 ・ 元 交 際 相 手

職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、部
下、取引先の相手など）

通っていた（いる）学校・大学の関係者（教職
員、先輩、同級生、クラブ活動の指導者など）

職 場 ・ ア ル バ イ ト 先 の 客

元配偶者（事実婚を解消した者を含む）

地域活動や習い事の関係者（指導者、先輩、
仲間など）

ＳＮＳなどインターネット上で知り合った人

配 偶 者 （ 事 実 婚 や 別 居 中 を 含 む ）

親 （ 養 親 ・ 継 親 を 除 く ）

上 記 以 外 の 親 戚

生活していた（いる）施設の関係者（職員、
先輩、仲間など）

兄 弟 姉 妹 （ 義 理 の 兄 弟 姉 妹 も 含 む ）

養 親 ・ 継 親 又 は 親 の 交 際 相 手

ま っ た く 知 ら な い 人

知 っ て い る 人 か ど う か も わ か ら な い

そ の 他

無 回 答

＊「上記以外の親戚」とは、下記以外の親戚を指す。

１.配偶者（事実婚や別居中を含む）

２.元配偶者（事実婚を解消した者を含む）

３.親（養親・継親を除く）

４.養親・継親又は親の交際相手

５.兄弟姉妹（義理の兄弟姉妹も含む）
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（4）生活上の変化 

 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害があった人（259 人）に、その被害による生活上の変化

を聞き、何らかの変化があったと回答した人を『生活上の変化あり』としてまとめた。 

『生活上の変化あり』は 66.4％で、女性が 66.8％、男性が 65.2％となっている。（図 4-4-1） 

 
問 27 あなたはこれまでに、加害者から受けたそのような被害によって、生活が変わりましたか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

 

図 4－4－1 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害による生活上の変化の有無 

 

生活上の変化あり 特にない 無回答

(ｎ)

総 数 (259人)

女 性 (193人)

男 性 ( 66人)

66.4

66.8
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30.1

30.1

30.3
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4.5
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(%)  
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 生活上の変化の内容をみると、「夜、眠れなくなった」が 20.8％と最も多く、次いで「外出するのが

怖くなった」（18.5％）、「携帯電話の電話番号やメールアドレス、ＳＮＳのアカウントを削除した・変

えた」（17.8％）などとなっている。 

性別にみると、女性は「外出するのが怖くなった」が 21.8％と最も多く、男性は「夜、眠れなくなっ

た」、「携帯電話の電話番号やメールアドレス、ＳＮＳのアカウントを削除した・変えた」、「誰のことも

信じられなくなった」が 19.7％で最も多くなっている。（図 4-4-2） 

図 4－4－2 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害による生活上の変化（複数回答） 

夜 、 眠 れ な く な っ た

外 出 す る の が 怖 く な っ た

携帯電話の電話番号やメールアドレス、ＳＮＳ
のアカウントを削除した・変えた

誰 の こ と も 信 じ ら れ な く な っ た

加害者や被害時の状況を思い出させるような
ことがきっかけで、被害を受けたときの感覚が
よみがえる

自 分 に 自 信 が な く な っ た

仕事（アルバイト）をしばらく休んだ・
やめた・変えた

心 身 に 不 調 を き た し た

人 づ き あ い が う ま く い か な く な っ た

転 居 （ 引 越 し ） し た

生きているのが嫌になった・死にたくなった

異 性 と 会 う の が 怖 く な っ た

医療機関を受診し、精神疾患と診断された

学校・大学をしばらく休んだ・やめた・変えた

そ の 他

特 に な い

無 回 答
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（5）特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害の相談経験 

 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害があった人（259 人）に、その被害について、だれかに

打ち明けたり、相談したりしたかを聞き、いずれかの相談先を回答した人の合計を『相談した』にまと

めた。 

 『相談した』は 73.7％で、女性が 77.7％、男性が 62.1％となっている。（図 4-5-1） 

 
問 28 あなたはこれまでに、加害者から受けたそのような被害について、誰かに打ち明けたり、相談し

たりしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 
 

図 4－5－1 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害の相談の有無 

 

相談した 相談しなかった 無回答
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 相談先をみると、「友人・知人に相談した」が 51.0％と最も多く、次いで「家族や親戚に相談した」

（25.1％）、「職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、部下、取引先など）に相談した」（18.1％）な

どとなっている。（図 4-5-2） 

図 4－5－2 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害の相談先（複数回答） 

友 人 ・ 知 人 に 相 談 し た

家 族 や 親 戚 に 相 談 し た

職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、部下、
取引先など）に相談した

警 察 に 連 絡 ・ 相 談 し た

民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、
カ ウ ン セ ラ ー ・ カ ウ ン セ リ ン グ 機 関 、 民 間
シェルターなど）に相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

学 校 関 係 者 （ 教 員 、 養 護 教 諭 、 ス ク ー ル
カウンセラーなど）に相談した

配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所等）や
男女共同参画センターに相談した

上記（１～３）以外の公的な機関（市役所など）に
相談した

法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談した

そ の 他

ど こ （ だ れ ） に も 相 談 し な か っ た

無 回 答

＊「上記（1～3）以外の公的な機関」とは、下記以外の公的な機関を指す。

１.配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所等）や男女共同参画センター

２.警察

３.法務局・地方法務局、人権擁護委員
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（6）相談しなかった理由 

特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害について、「どこ（だれ）にも相談しなかった」という

人（61 人）に、相談しなかった理由を聞いたところ、「相談するほどのことではないと思ったから」

（52.5％）が最も多く、次いで「相談してもむだだと思ったから」（27.9％）、「どこ（だれ）に相談し

てよいのかわからなかったから」（23.0％）、「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていける

と思ったから」（21.3％）、「自分にも悪いところがあると思ったから」（18.0％）などとなっている。 

                                                                                 （図 4-6-1） 

 
問 29 どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

 

図 4－6－1 相談しなかった理由（複数回答） 

相 談 す る ほ ど の こ と で は な い と 思 っ た か ら

相 談 し て も む だ だ と 思 っ た か ら

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけ
ると思ったから

自 分 に も 悪 い と こ ろ が あ る と 思 っ た か ら

相手の仕返しが怖かったから（もっとひどい被害や
性的な画像のばらまきなど）

他 人 を 巻 き 込 み た く な か っ た か ら

他人に知られると、これまで通りのつき合い（仕事や
学校などの人間関係）ができなくなると思ったから

相 手 の 行 為 は 愛 情 表 現 だ と 思 っ た か ら

相談相手の言動によって不快な思いをさせられると
思ったから

世 間 体 が 悪 い と 思 っ た か ら

そ の 他

無 回 答
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（7）命の危険を感じた経験 

 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害があった人（259 人）に、その被害によって、命の危険

を感じたことがあるかを聞いたところ、命の危険を「感じた」は 23.9％で、女性が 25.4％、男性が 19.7％

となっている。（図 4-7-1） 

 
問 30 あなたはこれまでに、その被害によって、命の危険を感じたことがありますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。（○は１つ） 
 
 

図 4－7－1 命の危険を感じた経験 
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